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資料６－１

福島県版復興ＪＶ制度について

平成２６年６月９日

入札監理課

１ 制度の概要（平成２３年１２月）

県では、東日本大震災からの復興工事が本格化するに当たり、入札不調対策の一環

として、不足する技術者等を広域的な観点から確保することを可能とし、県内企業が

県外企業の技術力等を活用して大規模工事に対応できる枠組みを整えるため、（注）公募

型随意契約における建設工事共同企業体（ＪＶ）の取扱いについて定めた。代表構成

員は県内Ａランク企業とし、代表構成員以外の構成員は、県内に支店、営業所を有す

る県外Ａランク企業の参加も可能とした。

１）対象工事

公募型随意契約による大規模な災害復旧工事

２）対象金額

一般土木工事、建築工事 予定価格 ５億円以上

その他工事 予定価格 ３億円以上

３）構成員

２者又は３者

４）代表構成員

等級別格付区分の最上位の等級（Ａランク）に格付けされている者で、県内に

主たる営業所を有する建設業者であること。

５）その他構成員

等級別格付区分の最上位の等級（Ａランク）に格付けされている者で、地域要

件を満たすものであること。ただし、県外に主たる営業所を有する建設業者にお

いては、県内に委任先として登録を受けた支店又は営業所を有する者に限り構成

員となることができる。

６）配置技術者の専任

全ての構成員が工事現場毎に技術者を専任で配置しなければならない。

（注）公募型随意契約

緊急を要する災害復旧工事等のうち、予定価格が５億円以上となるものにつ

いて、迅速性のほかに透明性・公平性・競争性を確保するため見積の相手方を

公募する随意契約
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２ 制度の拡充（平成２５年４月）

１）対象工事

改正前：公募型随意契約による大規模な災害復旧工事

改正後：復興・再生事業又は災害復旧事業に係る工事

（契約締結の方法を問わない。）

２）対象金額

改正前：一般土木工事、建築工事 予定価格 ５億円以上

その他工事 予定価格 ３億円以上

改正後：発注種別にかかわらず一律 予定価格 １億円以上
（注）１９億４千万円未満

３）その他の構成員

改正前：等級別格付区分の最上位の等級（Ａランク）に格付けされている者で、

地域要件を満たすものであること。ただし、県外に主たる営業所を有す

る建設業者においては、県内に委任先として登録を受けた支店又は営業

所を有する者に限り構成員となることができる。

改正後：等級別格付区分の最上位の等級（Ａランク）に格付けされている者で、

工事等請負有資格業者名簿に登録されていること。

４）配置技術者の専任

改正前：全ての構成員が工事現場毎に技術者を専任で配置しなければならない。

改正後：発注者が、全構成員の技術者専任を必要と判断した場合を除き、共同

施工を行う場合であって、１者が専任で技術者を配置するときは、他の

構成員の配置する技術者は兼任で配置できる。

（注）平成２６年度及び２７年度においては２０億２千万円未満

３ 制度の拡充（平成２５年９月）

１）その他の構成員

改正前：等級別格付区分の最上位の等級（Ａランク）に格付けされている者

改正後：等級別格付区分の最上位の等級（Ａランク）、及び最上位の次の等級

（Ｂランク）に格付けされている者も対象とすることができる。


